


本紙で掲載する地域一体型オープンファクトリーの地域区分は、経済産業省各経済産業局の管轄区域で区分している。
各経済産業局と管轄区域は以下のとおり。

経済産業局名 管轄地域

北海道経済産業局 北海道

東北経済産業局 青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県

関東経済産業局 東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、神奈川県、新潟県、
山梨県、長野県、静岡県

中部経済産業局 富山県、石川県、岐阜県、愛知県、三重県

近畿経済産業局 福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国経済産業局 岡山県、広島県、山口県、島根県、鳥取県

四国経済産業局 徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州経済産業局 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県

内閣府沖縄総合事務局経済産業部 沖縄県

関西 ( 本事業においては、「関西」を福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の２府５県と定義する ) では、
中小企業が主役となる地域一体型のオープンファクトリーが各地で誕生している。これらオープンファクトリーを地域で一体となっ
て取り組む中で様々なイノベーションが生まれ、それらを創出する鍵となるキーパーソンが存在する。

これまでの調査から明らかとなった各地の取組内容やその特徴、キーパーソンを紹介するほか、共に取組を支える CO-LEADERS や
事務局も紹介する。また、今年度実施してきた「Local X Forum」や「知見融合会議」の開催結果、今年度調査のまとめについても
紹介する。

＜本紙の位置づけ＞

地域一体型オープンファクトリーとは、ものづくりに関わる中小企業や工芸品産地など、一定の産業集積がみられる地域を中心に、
企業単独ではなく、地域内の企業等が面として集まり、生産現場を外部に公開したり、来場者にものづくりを体験してもらう取組を
示す。

なお、本紙において紹介する事例については、以下の要件を満たすものを前提とする。

＜本紙で取り扱うオープンファクトリーとは＞

＜地域区分について＞

(※1) 特定の場所に企業が集合して実施するポップアップ型オープンファクトリーにおいても、近隣に他の地域一体型オープンファクトリーが存在し、当該イベントとの
     相乗効果が想定されるものは満たすものとする。

①業種や従来の商習慣の枠組みを超えた、「多様なプレイヤー」が「主体的」に取り組むもの。
②取組において、共通として共有される目的や理念（コアバリュー）が存在すること。
③リアルの現場（工場 / 工房や付加価値を生み出す現場）(※1) を実際に五感で体感する仕組みとなっていること。

※地域内の都道府県名は順不同

はじめに

1
OPEN FACTORY REPORT 2.0



MAP
TIMELINE
Meet up Furniture Asahikawa（あさひかわデザインウィーク）

遠野しごと展

360°よねざわオープンファクトリー

OPEN FACTORY KORIYAMA

すかがわ TEC ツアーズ

かぬまオープンファクトリー

彩の国オープンファクトリー

浅草エーラウンド

台東モノマチ

スミファ すみだファクトリーめぐり

おおたオープンファクトリー

かつしかライブファクトリー

あやせ工場オープンファクトリー

燕三条 工場の祭典

五泉ニットフェス

やまなし Jewelry Week

ハタオリマチのハタ印

ニラサキオープンファクトリー

共生 Shizuoka Craft Week 

ファクハク 静岡工場博覧会

市場街（高岡クラフト市場街）

GEMBA モノヅクリエキスポ

関の工場参観日

ひつじサミット尾州

こもガク 

I. 全国の地域一体型オープンファクトリー

INDEX

4

6
8

10

12

14

16

18

20

22

24

26

28

30

32

34

36

38

40

42

44

46

48

50

52

54

56

2
OPEN FACTORY REPORT 2.0



RENEW

千年未来工藝祭

DESIGN KYOTO ／ DESIGN WEEK KYOTO

大正・港・西淀川オープンファクトリー

大阪 靴と皮革の祭典 O-Round（オーラウンド）

FactorISM

泉州オープンファクトリー

不器用 FACTORY

みせるばやお

ワークワクワク河内長野

だいとうオープンファクトリー CONTACT

こーばへ行こう！

開工神戸 -KOBE OPEN FACTORY-

CRAFT VILLAGE

SG ストリート NARA

和歌山ものづくり文化祭

黒江るるる

つやまエリアオープンファクトリー

瀬戸内ファクトリービュー

えひめさんさん物語

オープンファクトリー CRASSO

NEXTRAD

58

60

62

64

66

68

70

72

74

76

78

80

82

84

86

88

90

92

94

96

98

100

Ⅲ .「Local X Forum」開催結果

Ⅳ .「知見融合会議」開催結果

Ⅴ . 集積のあり方の多様化

106

111

110

Ⅱ . その他  各地の取組について
～職人探訪～十日町きもの GOTTAKU、OSAKA 町工場 EXPO

103

3
OPEN FACTORY REPORT 2.0







































































































































































































102
OPEN FACTORY REPORT 2.0



本紙においては、「はじめに」に掲載しているとおり、３つの要件を満たすものを「地域一体型オー
プンファクトリー」として紹介してきたが、調査事業を進める中で、地域や企業が群となって推
進するイノベーティブな取組も発掘してきた。

次ページ以降においては、そうした取組の中から、以下 2 事例を紹介する。

～職人探訪～十日町きもの GOTTAKU（新潟県十日町市） 

OSAKA 町工場 EXPO（大阪府東大阪市ほか） 

Ⅱ. その他 各地の取組について
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Ⅳ .「知見融合会議」開催結果
１．知見融合会議とは

VUCA 時代における国内の次代産業クラスター政策としての「Local X」の多様な可能性を明らかするため、Local Xというコミュニティに必
要な要素や、コミュニティが魅力的かつ持続的に躍動するために何が必要かといった点について、フォーラムの開催結果をふまえて各地方経済
産業局担当者が集い、検討するもの。

２．プログラム
開催日時：2024 年 2 月 14 日（水）12 時～ 15 時
場所：ナレッジキャピタル ザ・ラボ（アクティブスペース）
参加：地方経済産業局担当者＋有識者
１ 各局の取り組みを共有し Local X になり得る要素を抽出する（インプット）

・ナレッジキャピタル ザ・ラボの見学ツアー
・各局からのインプットトークとして、東北・関東・四国・近畿の各局より Local X Forum の開催報告

２ 自身の体験に結びつけながら、Local X になり得る要素を深める（発散）
・ワークショップ形式にて、Local X になり得る要素やどのように活動を継続するか、また今後、参加者自身がどのように関わって

いきたいか、といった点を検討

■ワークショップテーマ①
・Local Xというコミュニティに必要な要素とは？
・Local X における共通点や、共通するエッセンスは何か？

■ワークショップテーマ②
・魅力的な / 持続的な Local X のために何があると良いか？
・Local X を通じてあなたがしてみたいことはあるか？

［注］グラフィックファシリテーションは「株式会社たがやす」による
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富山県高岡市出身。神戸学院大学を卒業後、アパレル関連会社で通販誌の編集に
携わったのち、2011 年に家業である株式会社能作に入社。2016 年に取締役に就
任。2018 年に専務取締役に就任し、能作の “顔” として会社の PR 活動に取り組む。
2023 年 3 月 20 日、代表取締役社長に就任。

第１回 登壇者
株式会社能作 代表取締役社長 能作 千春 氏 

Konel は未来を実装する、越境クリエイター集団。「アートとテクノロジーを融合
させ欲望を形にし、世界に問いを投げかけます」をキャッチフレーズに、国内外様々
な大企業、クリエイターが複業的に交わり、アイデアを発信し、生み出し続けるこ
とで、社会の新たな価値の可能性を創り出すサードプレイスとなっている。

Konel.kanazawa Inc . 代表取締役 宮田  大 氏

高校からアメリカへ留学、City University of Seattle にて M.B.A. を取得。2004 年に
父が営む線材加工製造業の友安製作所へ入社し、インテリアの輸入商材を販売開始、
2016 年代表取締役社長に就任。
ものづくり日本大賞を受賞した「みせるばやお」の代表理事をはじめ、全国初、広
域連携による地域一体型オープンファクトリー「FactorISM」の副実行委員長を務
める。クリエイティブを活用し、まちづくり事業を様々な地域でも多数展開。

株式会社友安製作所 代表取締役 友安 啓則 氏

1987 年 祖父の代から続く理美容ハサミ製造工場の家系の長男として生まれる。高
校卒業後、京都大学工学部に入学。京都の土地柄、文化に触れるなかで「祖父の代
から続くものづくりの伝統の灯を絶やしたくない」という想いが強まり、大学卒業
後すぐ、有限会社菊井鋏製作所に入社。2016 年、28 歳で 3 代目として事業承継。

有限会社菊井鋏製作所 代表取締役 菊井 健一 氏

Special THANKS

1995 年大学時代の仲間数名と有限会社ジャパンサーチエンジン（現 イー・エージェ
ンシー）を立ち上げ。以来 18 年間、商品開発やマーケティングなどを担当。2013 
年に家業である木村石鹸工業株式会社へ入社し、2016 年 4 代目社長に就任。企業同
士の共創を促進することで新たなイノベーションを起こすことを目的に株式会社み
せるばやおを設立し、2020 年に代表取締役社長に就任。

第２回 登壇者
株式会社みせるばやお 代表取締役社長 木村 祥一郎氏

岩手県一関市で創業 100 年以上続く老舗染物店において、伝統と現代の感性を融合
させた新たな商品開発・取組に挑戦し続けている。 2018 年東北初のオープンファ
クトリー『五感市』の初代実行委員長や「いわて県南エリア伝統工芸協議会」副
会長を務める。2022 年には自然と共生する郷土文化の魅力を伝える「里山の縁日」
プロジェクトを始動。

株式会社京屋染物店 専務取締役 蜂谷 淳平氏

2009 年 cretica universal を立ち上げ、映画・漫画・音楽等、様々な領域でのコミュ
ニケーション・デザインを手がけ、2019 年にアニメーション映画『神在月のこども』
を企画＆原作。島国の根と書く「島根・出雲」のロケーションとその文化を五輪イ
ヤーに国内外へと届けるために制作し、2021 年に全国約 200 館でのロードショー
を飾る。翌 2022 年に Netflix での全世界配信で初週 161 万人の鑑賞を記録し、
Global Top8 を獲得した。

映画『神在月のこども』原作・コミュニケーション監督 四戸 俊成氏

関西大学卒業後、大阪府八尾市に入所し中小企業の支援や産業政策等に従事。八尾
市にて「みせるばやお」を立ち上げ、『地方公務員アワード 2019』を受賞。2021 年
に友安製作所へ入社後は、一社員としての活動を超えて、様々なまちづくり活動に
参画。大阪府広域に広がるオープンファクトリー「FactorISM」や和歌山県専門家、
大阪市生野区、八尾市の公共事業のプロデュースを行うなど、様々なコミュニティ
を越境し、イノベーションを生み出すコミュニティを作り出す実践者。

FactorISM 実行委員会 統括プロデューサー
／株式会社友安製作所 ソーシャルデザイン部担当執行役員 松尾 泰貴氏

1972 年香川県東かがわ市生まれ。1998 年に父の後を継ぎ社長に就任。「驚きと感動
の刺繍で笑顔を創る」ことをミッションに掲げ、小ロットから、大量生産、ファッション
ブランドへの企画提案など幅広い刺繍の生産を行う。2020 年 12 月には瀬戸内地域の
地場産業を担う中小衣料会社が連携する団体「セトウチメーカーズ」を結成。その代
表を務め、アンテナショップへの出品やネット通販、自社ブランドの立ち上げなどに尽力。
2023 年に瀬戸内地域をものづくりの聖地にするべく、香川県東部を中心に地域一体型
オープンファクトリー「CRASSO（クラッソ）」の取組をスタート。

第３回 登壇者
株式会社タナベ刺繍 代表取締役社長 田部 智章氏

1984 年大阪生まれ。早稲田大学卒業後、2016 年に合同会社シーベジタブルを設立。世界初
となる地下海水を利用した海藻の陸上栽培モデルを確立。障がい者や高齢者の方 と々共に、
全国各地で高品質すじ青のりを生産するとともに、最近は海面での海藻栽培も各地で手掛け
ている。

合同会社シーベジタブル 共同代表 友廣 裕一氏

1989 年松山市生まれ。2016 年醸造家として活動を開始。クラフトビール事業と家
業のファッション事業を掛け合わせながら、地元に新しい文化を育てたいという想
いで 2019 年に地元愛媛に U ターンし、アパレルのセレクトショップ DD4D（ディー
ディーフォーディー）内にクラフトビール醸造所を設置。自由で遊び心のある「挑
戦」を続けている。

株式会社 JAPANDEMIC COMPANY 代表取締役 山之内 圭太氏

1984 年三木町生まれ。香川県の伝統工芸である讃岐桶樽を今に伝える、谷川木工芸
の三代目。 高校卒業後、美容師を目指し専門学校に入学、介護職のサラリーマンを
経て、2017 年に香川県認定の伝統工芸士である二代目の父親の跡を継ぐべく桶職人
の道に入る。桶やおひつはもちろん、桶づくりの技法を活かして新たな商品を生み
出し、2019 年には電子レンジで使用できる弁当箱「讃岐弁」シリーズがヒットし
てふるさとチョイス AWARD2019 総合大賞を賞。歴史的な技法を守りながら、新た
な技法や発想を加えることで、伝統を未来に引き継いでいる。

谷川木工芸 ３代目（桶結師） 谷川 清氏

博士（知識科学、国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学）。新潟市生まれ。松下電器産業株式会社（現
パナソニック株式会社）、株式会社リクルートワークス研究所客員研究員、事業創造大学院大学准教授等
を経て現職。経済産業省近畿経済産業局調査事業オープンファクトリー研究会委員（座長）など歴任。著
書に『地域産業のイノベーションと流通戦略』千倉書房（共著）、『地域産業の経営革新』税務経理協会（共
著）など。

京都橘大学 経営学部 教授 丸山 一芳氏

第 6 回 座長 第 7 回 座長

第 1 回 座長 第 4 回 座長

株式会社ソーシャルデザイン研究所代表取締役。千葉大学工学部工業意匠科卒業後、
カネボウファッション研究所勤務を経て独立。1998 年 NPO 法人ユニバーサルファッショ
ン協会を設立（現在副理事長）し、障害、高齢、体型などに関わりなくファッションを
楽しめる社会づくりの啓蒙活動を行う。2004 年には日本で唯一のファッション・モノづく
り系デザイナーの創業支援施設「台東デザイナーズビレッジ」の村長（インキュベーショ
ンマネージャー）を受託。クリエイターや小さな企業の事業コンセプトやマーケティング
の指導を行っている。

第４回 登壇者
台東デザイナーズビレッジ 村長 鈴木 淳氏

大学院で物理学を修了したのちビジネスコンサルティング会社に勤務。2007 年熱
海に U ターンし、ゼロから地域づくりに取り組み始める。地域資源を活用した体験
交流プログラムを集めた「熱海温泉玉手箱（オンたま）」をプロデュース。2011 年、
民間まちづくり会社、株式会社 machimori を設立し、空き店舗を活用しゲストハ
ウスを運営するなど、シャッター街となっていた熱海の中心市街地を再生している。

株式会社 machimori 代表取締役 市来 広一郎氏

内閣府地域活性化伝道師。2001 年に辰野町に入庁し、50 以上の事業を立ち上げ。
プレイヤー同士を有機的に繋ぎ、社会的事業を創出する支援を一貫して行う「まち
づくりのカタリスト」。100 人を超える「まちづくりプレイヤーエコシステム」の
醸成を実現。地域を持続可能にするため、関係人口、移住人口及び共に地域を創る
共創人口・共創パートナー（企業）を増やし、官民連携・民民連携を推進。通称「は
じまりのひと」。趣味はグルメ、温泉、サーフィン、バイク、海釣り。

辰野町 産業振興課 商工振興係長 野澤 隆生氏

大学卒業後、服飾専門学校でファッションを学び、都内でフリーのデザイナーとし
て活動。繊維産地とのつながりを深めて相互理解の高いものづくりがしたいと考え、
2019 年に桐生市に移住。ファッションアトリエ兼ボードゲームカフェ「ふふふ」を
立ち上げ、自身の制作をオープンなアトリエスペースで行いながら、ボードゲーム
カフェスペースを地元の人の交流の場とし、イベント開催するスペースとしても運
営している。

ふふふ オーナー 和﨑 拓人氏

株式会社日建設計 イノベーションデザインセンター プロジェクトデザイナー。株式会社日建設計 NAD 室（Nikken 
Activity Design Lab）に入社し、一般社団法人 Future Center Alliance Japan への出向を経て現職。都市におけ
るマルチステークホルダーの共創、場を通じたイノベーションについて研究実践を行う。共創を概念ではなく、誰
もが取り組めるものにするために「パーパスモデル」を考案。主な著書に『パーパスモデル : 人を巻き込む共創
のつくりかた』（学芸出版社）など。近畿経済産業局をはじめ、多くの共創をテーマとするシンポジウム、セミナー
等への登壇実績多数。現在は社内外をつなぎ、コラボレーションをデザインするイノベーションデザインセンター
で活動し、本社内に 2023 年 4 月にオープンした共創の場 PYNT( ピント ) の企画・運営も行う。

株式会社日建設計 企画開発部門 イノベーションデザインセンター 
吉備 友理恵氏

第２回 座長
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広告会社を経て 2016 年に岩手県遠野市に移住。『遠野物語』の魅力に戦慄し、民俗
学の視点からその土地の物語を編み直し、文化の魅力を発信するべく、出版や商品
開発などの様々なプロデュースワークと創作活動を行う。同時に、自ら郷土芸能「し
し踊り」の舞手としても活動中。地域が抱える人口減少という課題に対し、地元の
企業や仕事について、求職者だけでなく近隣住民や次世代を担う子ども達にも公開
する「遠野しごと展」をプロデュース。

第５回 登壇者
株式会社富川屋 代表 プロデューサー富川 岳氏

宮城県仙台市出身。精神保健福祉士・職場適応援助者（ジョブコーチ）。日本ファンドレ
イジング協会准認定ファンドレイザー。LEGO SERIOUS PLAY 認定ファシリテーター。2011 
年、こころの病を持つ人たちの就労・就学支援を行うNPO 法人 Switch を設立。2016 年
には、「ソーシャルファーム」を理念とした就農支援の一般社団法人イシノマキ・ファーム
を設立し、農業を通して地域内外を繋ぎ、社会的に弱い人もそうでない人も対等に過ごせ
る場づくりを目指す。2022 年 7 月には石巻初の醸造所「ISHINOMAKI HOP WORKS」に
てクラフトビールの醸造販売を行っている。

一般社団法人イシノマキ・ファーム 代表理事 高橋 由佳氏

Special THANKS

日本一の手袋出荷量を誇る香川県東かがわ市にある創業 84 年の江本手袋 3 代目。
DJ 歴 35 年、各地で DJ をしながら、家業を継いでいる。元々は地場産業として「手
袋産業」が栄えていたが、時代とともに多くのメーカーが海外に拠点を移行。その
中で、『手袋職人の聖地をつくる』をビジョンにかかげ、地元生産にこだわって手
袋を作り続けている。2018 年には自社ブランド「佩 - ハク -」を展開。OEM 受注依
存から脱却し、ネット販売による販路拡大を行った。2020 年には東かがわの縫製メー
カー 8 社で「セトウチメーカーズ」を結成。

第６回 登壇者
江本手袋株式会社 代表取締役 江本 昌弘氏

大阪市出身。関西学院大学で社会学を学ぶ。株式会社オカムラでは経理、営業事務、
秘書を経て 2017 年 6 月より WORK MILL コミュニティマネージャーに。「働く」を
テーマにした共創空間・Open Innovation Biotope “Sea” を拠点に、全国の共創を
創発するリーダーとして活動中。2023 年 6 月より一般社団法人 demoexpo 理事に
就任。大阪・関西万博をきっかけに、まちを盛り上げたり、夢に挑戦する機会を作っ
たりしたいという思いで、全国各地で交流イベント「EXPO 酒場」の開催を行う。

一般社団法人 demoexpo 理事
／株式会社オカムラ WORK MILL コミュニティマネージャー 岡本 栄理氏

慶應義塾大学理工学部応用化学科を卒業後、リクルートに勤めながらパラレルキャリア
を実践。バイタルデータの可視化に取り組むヘルスケアテック Langerhans の創設をは
じめ、幅広い事業開発やプロジェクト組成に従事する。2021 年には渋谷区との行政連
携プロジェクト組織から法人化し、渋谷ブレンド株式会社を設立。渋谷を実証実験の場
所と捉えながら、官民学連携のエリアマネジメントや企業の新規事業開発等を支援して
いる。2023 年には日本初のカーボンクレジット取引所を開発・開設し、合わせて「渋
谷ブレンドグリーンエナジー（現：日本 GX グループ）株式会社」を設立。

渋谷ブレンド株式会社 代表取締役社長 
／日本 GX グループ株式会社 取締役 CSO 細目 圭佑氏

学生プロジェクトや地域おこし協力隊をきっかけに、富士吉田市に移住。HOSTEL 
SARUYA の共同創業や、NPO 法人かえる舎の共同設立、ふじよしだ定住促進センター
のスタッフとしても 3 年間従事した後、2022 年 4 月に合同会社 OULO として独立。空
き家再生、移住促進、イベント企画、地域教育支援、産業観光など、学生時代より 10 
年以上にわたって富士吉田市のまちづくりに取り組んでいる。

第７回 登壇者
合同会社 OULO 代表 赤松 智志氏

2004 年大阪でシソーラス株式会社の前身となる会社を創業し IT コンサルティング業を営む。
2019 年長野県長野市に移住し「シソーラス株式会社」を設立。新規事業企画や業務改善の
コンサルティング、クラウドサービスの企画・開発・運用などを行う。また 2019 年に同じくして、

「（一社）長野 IT コラボレーションプラットフォーム《NICOLLAP ニコラップ》」の立ち上げも行う。
ニコラップでは地元企業とテクノロジー、クリエイター等のコラボレーションを促進し、社会課
題解決に資する新規事業の立ち上げをコーディネートする役割を担う。

シソーラス株式会社 代表取締役 荒井 雄彦氏

兵庫県小野市出身。大阪芸術大学でプロダクトデザインを学び、大学卒業後は地元
に戻って 2011 年に「合同会社シーラカンス食堂」を設立。デザインとイノベーショ
ンにより播州そろばん播州刃物をはじめとした伝統産業の職人の後継者問題に
取り組んでいる。オリジナルブランド「MUJUN」をアムステルダムで立ち上げ
海外販路を構築。2021 年には島根県の温泉津（ゆのつ）に誰もが職人になれる村

「MUJUN Planet」をつくりはじめ「合同会社里山インストール」を設立する。
里山パンク！憲章を掲げ、ものづくりに必要な材料や資材、燃料の自給率を上げる
里山暮らしの再生を目指す。

合同会社シーラカンス食堂 代表 小林 新也氏

1987 年大阪府生まれ。日本各地の地場産業や伝統工芸の産地にてブランド・商品開
発から流通までプロデュースを行う。神戸市の老舗はさみ焼メーカー梅香堂の「Kobe 
Fruwa」の商品開発をはじめ、山梨県の甲州印伝ブランド「URUSHINASHIKA」など
産地ブランドの立ち上げだけでなく、「企画・製造・販路」まで見据えながら継続した
ものづくりを目指す。2021 年より栃木県鹿沼市の主産業である木工や金属加工、さつ
き盆栽の事業者と共同で鹿沼発ブランド「KINOMA」を立ち上げ。地域のものづくり企
業が提案するその土地の魅力を地元ホテルとも連携しながら発信している。

有限会社セメントプロデュースデザイン 取締役
／クリエイティブディレクター 三嶋 貴若氏

法政大学社会学部卒業後、人材サービスの営業に従事。その後、若者雇用・中小企業経営・東北復興・海外展
開・観光立国・シェアリングエコノミー・地域複業・ワーケーション・地方創生テレワーク・地域の人事部・リカレ
ント教育などをテーマに、企業・行政・NPO 連携による事業やプロジェクトの企画・開発・運営に取り組む。現在
は、社内外の複数の事業やプロジェクトを通じて、個人が主役で才能をシェアする多様な働き方を応援する仕組み
の構築、人や自然に想いを馳せる旅の創造等に注力している。「旅するようにはたらく」というコンセプトのもと、シェ
アリングエコノミー（共助経済）やサーキュラーエコノミー（持続循環型経済）の再構築を進めている。
総務省地域情報化アドバイザー・地域力創造アドバイザー、デジタル庁シェアリングエコノミー伝道師、東京都観光
まちづくりアドバイザー、東北大学特任教授（客員）、愛媛大学講師、多摩大学大学院特別招聘フェローなどを兼任。

株式会社パソナ JOB HUB ソーシャルイノベーション部長
加藤 遼氏

第３回 座長

山形県新庄市出身。東京デザイン専門学校卒業後、SOFT ON DEMAND、SOD 
artwokrs を経て吉野敏充デザイン事務所を設立。地元産農作物などの販売を行うマー
ケット『kitokitoMarche』、山形県新庄・最上地域広域情報誌『季刊にゃー』の制
作・発行、山形県の工芸品のリデザイン・販路支援プロジェクト『山から福がおりてく
る』の運営、新庄の後世に残す食のプロジェクト『新庄いいにゃ風土／ SHINJO ii-nya 
FOOD』のプロデュースなどを手がける。

第８回 登壇者
吉野敏充デザイン事務所 代表 吉野 敏充氏

日本デザイン振興会にて国内地域振興事業を担当し、2015 年にデザインを活用し
た地域プロジェクトとして岩手県西和賀町の地域ブランド「ユキノチカラ」を自治
体および北上信用金庫と共に立ち上げ。これをきっかけに西和賀町に魅了され移住、
2020 年にユキノチカラ事務局へ復帰した。冬の活動の妨げとなる「雪」を西和賀
町の豊かな食文化や雪遊びなどのアクティビティを生み出す大切な資源としてとら
え直し、地元の事業者や金融機関など複数のステークホルダーと協働して商品開発
や魅力発信を行う。

ユキノチカラプロジェクト協議会 事務局／ ブランドマネージャー 加藤 紗栄氏

大学卒業後、都内の精密板金加工メーカーに就職。1993 年株式会社浜野製作所代
表取締役に就任。都市部の町工場が直面する量産加工の厳しい環境から脱却するた
め事業構造を見直し、自社の強みを活かした様々なプロジェクトに挑戦。産学官連
携としての電気自動車「 HOKUSAI」、異業種連携としてアウトオブキッザニアによ
る工作教室、ベンチャー企業を支援する「Garage Sumida」、墨田区の多彩な町工
場の技術や魅力を伝えるオープンファクトリー「スミファ」の実行委員長歴任など、
その取り組みは多岐に渡る。「新たな先端都市型のものづくり」として国内外から
大きな注目を集める。

株式会社浜野製作所 代表取締役 浜野 慶一氏

鯖江市役所勤務を経て 2015 年に TSUGI LLC. を設立。地域特化型のインタウンデザ
イナーとして、地域や地場産業のブランディングを行う。産業観光イベント「RENEW」
の運営をはじめ、越前鯖江地域の観光まちづくりを行う一般社団法人 SOE の設立や、
これからの地域とデザインを探究する LIVE DESIGN School の開校など、近年では
ものづくり・まちづくり・ひとづくりといった領域を横断しながら地域の活動に取
り組んでいる。

TSUGI 代表／クリエイティブディレクター 
／ SOE 副理事 新山 直広氏

経営コンサルティング会社を経て、東日本大震災を機に岩手県釡石市へ移住。多様な官民パートナーシップを手
掛け、釡石市オープンシティ推進室長として、市の地方創生戦略を統括。2021 年 4 月より青森大学に着任。（一
社）地域・人材共創機構代表理事、総務省地域力創造アドバイザー、デジタル庁シェアリングエコノミー伝道師、
環境省地域循環共生圏プラットフォーム事業アドバイザー、福島県奥会津地域共創フェロー等、各地で地域ハン
ズオン支援や人材育成に取り組む。著書に『ローカルキャリア白書 - 未来の働き方はここにある』。

青森大学 社会学部 准教授 石井 重成 氏

第５回 座長 第８回 座長

岩手県一関市で創業 100 年以上続く老舗染物店において、伝統と現代の感性を融合
させた新たな商品開発・取組に挑戦し続けている。 2018 年東北初のオープンファ
クトリー『五感市』の初代実行委員長や「いわて県南エリア伝統工芸協議会」副
会長を務める。2022 年には自然と共生する郷土文化の魅力を伝える「里山の縁日」
プロジェクトを始動。

株式会社京屋染物店 専務取締役 蜂谷 淳平氏

関西大学卒業後、大阪府八尾市に入所し中小企業の支援や産業政策等に従事。八尾
市にて「みせるばやお」を立ち上げ、『地方公務員アワード 2019』を受賞。2021 年
に友安製作所へ入社後は、一社員としての活動を超えて、様々なまちづくり活動に
参画。大阪府広域に広がるオープンファクトリー「FactorISM」や和歌山県専門家、
大阪市生野区、八尾市の公共事業のプロデュースを行うなど、様々なコミュニティ
を越境し、イノベーションを生み出すコミュニティを作り出す実践者。

FactorISM 実行委員会 統括プロデューサー
／株式会社友安製作所 ソーシャルデザイン部担当執行役員 松尾 泰貴

関西大学卒業後、大阪府八尾市に入所し中小企業の支援や産業政策等に従事。八尾
市にて「みせるばやお」を立ち上げ、『地方公務員アワード 2019』を受賞。2021 年
に友安製作所へ入社後は、一社員としての活動を超えて、様々なまちづくり活動に
参画。大阪府広域に広がるオープンファクトリー「FactorISM」や和歌山県専門家、
大阪市生野区、八尾市の公共事業のプロデュースを行うなど、様々なコミュニティ
を越境し、イノベーションを生み出すコミュニティを作り出す実践者。

FactorISM 実行委員会 統括プロデューサー
／ 株式会社友安製作所 ソーシャルデザイン部担当執行役員 松尾 泰貴氏
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